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　形而上絵画（pittura metafisica）と呼ばれる一連の作品群によって知られる画家ジョルジョ・デ・
キリコ（Giorgio de Chirico 1888-1978）は、シュルレアリスムの先駆者として位置づけられてい
る。とはいえよく知られているように、デ・キリコとシュルレアリスムの関係は単純なものでは
ない。アンドレ・ブルトン（André Breton 1896-1966）をはじめとするシュルレアリストたちは、
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　ギリシア生まれのイタリア人画家であったデ・キリコは、1911 年から 1915 年までパリで活動、
大戦に際してフェラーラに配属された後、活動の地をローマに移した。パリ時代には詩人ギヨー
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　1920 年 1 月、ブルトンは『リテラチュール』第 11 号に、『造形価値』誌から刊行されたデ・
キリコの初の画集について書評を寄せる 15。また同月 23 日には『リテラチュール』主催の夕べに
おいて、デ・キリコの作品が披露された。さらに 1922 年 3 月の『リテラチュール』新シリーズ







いえ、ルネ・クルヴェルの持ち込んだ催眠実験をブルトンたちが試みはじめるのが同年 9 月 25 日、
これを受けて『磁場』（1919 年）で実践された自動記述がシュルレアリスムとして提示されるのが、
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さらにブルトンは、同年 11 月 17 日にバルセロナで行った講演において、デ・キリコの作品を「予
言装置」とも呼んでいる。
　　キリコが 1912 年から 1914 年にかけて描いた全ての作品に、たとえば宣戦布告のように
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は、幼児の欲望が多少変形して表現された
　　ものであり、こうした欲望を押し止めるために、近親相姦を防ぐ壁
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図 1　ジョルジョ・デ・キリコ《子どもの脳》1914 年
図 2　『リテラチュール』新シリーズ第 1 号、《子どもの脳》図版
図 3　マックス・エルンスト《ピエタ、夜の革命》1923 年
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